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１１月１１日、第４回東御市駅伝大会が行われました。日々　１１月１１日、第４回東御市駅伝大会が行われました。日々

厳しい練習を重ねてきたチームの思いが込められたたすき厳しい練習を重ねてきたチームの思いが込められたたすき

をつなぐため、選手は中央公園芝生広場をスタートしました。をつなぐため、選手は中央公園芝生広場をスタートしました。

この日はあいにくの雨模様で、選手にとって大変厳しい　この日はあいにくの雨模様で、選手にとって大変厳しい

条件ではありましたが、大会新記録や区間新記録など好記条件ではありましたが、大会新記録や区間新記録など好記

録が出た大会でした。録が出た大会でした。

（駅伝大会の結果については１８ページをご覧ください）（駅伝大会の結果については１８ページをご覧ください）

一本のたすきをつなぐ一本のたすきをつなぐ
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新たな高齢者医療制度の創設に伴い新たな高齢者医療制度の創設に伴い

　

急
速
な
少
子
高
齢
化
、
一
人
当
た
り
医
療
費
の
増
加
、
経
済
の
低
成
長
へ
の
移
行
、
国
民

生
活
や
意
識
の
変
化
な
ど
の
大
き
な
環
境
変
化
に
直
面
し
、
健
康
保
険
を
運
営
す
る
団
体
等

の
一
部
に
は
、
そ
の
運
営
が
危
機
的
な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
将
来
に
わ

た
り
持
続
可
能
な
制
度
と
し
て
安
定
的
に
運
営
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
す
医
療
制
度
改
革
。

　

特
集
２
回
目
の
今
月
は
、
新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度
創
設
に
伴
う
「
国
民
健
康
保
険
制
度

の
改
正
」
に
つ
い
て
で
す
。

国
民
健
康
保
険
の
対
象
者
は

  
国
民
健
康
保
険
の
対
象
者
は

歳
以
下
に

  　

歳
以
下
に

７４７４

　

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、　

歳
以

７５

上
の
方
（　

歳
以
上
の
障
害
認
定
を
受
け
た
方
を
含

６５

む
。）
に
つ
い
て
は
、
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
が
運
営
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
す

る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
（
加

入
者
）
は
、
年
齢
が　

歳
以
下
で
、
後
期
高
齢
者
医

７４

療
制
度
ま
た
は
社
会
保
険
等
（
い
わ
ゆ
る
被
用
者
保

険
）
に
加
入
し
て
い
な
い
方
と
な
り
ま
す
。

  
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
が

  
始
ま
り
ま
す

　

平
成　

年
２０

4
月
か
ら
、

全
て
の
健
康

保
険
を
運
営

す
る
団
体
等

（
保
険
者
：

国
民
健
康
保

険
に
お
い
て

は
市
町
村
）

に
対
し
て
、

　

歳
か
ら　

４０

７４

歳
ま
で
の
被

保
険
者
（
加
入
者
）
へ
の
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。（　

歳
か
ら　

歳
以
外

４０

７４

の
健
康
保
険
加
入
者
に
対
し
て
は
保
険
者
の
判
断

で
任
意
に
実
施
さ
れ
ま
す
。）

　

ま
た
各
保
険
者
が
行
う
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
の
平
成　

年
度
ま
で
の
目
標
達
成
率
（
受
診

２４

率
及
び
実
施
率
）
に
よ
っ
て
、
平
成　

年
4
月
か

２０

ら
創
設
さ
れ
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
保
険
者

が
支
払
う
納
付
金
（
後
期
高
齢
者
支
援
金
）
が
増

額
ま
た
は
減
額
と
な
る
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る

た
め
、
こ
の
受
診
率
や
実
施
率
が
低
い
と
今
後
の

国
民
健
康
保
険
税
（
料
）
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

例
年
実
施
し
て
き
ま
し
た
集
団
健
診
・
個
別
健
診
、

人
間
ド
ッ
ク
へ
の
補
助
等
の
仕
組
み
の
見
直
し
を

進
め
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
今
後
の
市
報
と
う
み

掲
載
の
【
健
康
と
う
み
通
信
】
で
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
。

　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
は
、
加
入
者
の
皆

さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

積
極
的
に
受
診
を
し
ま
し
ょ
う
。

  
国
民
健
康
保
険
税
は
３
区
分
に

　

医
療
分
及
び
介
護
分
の
２
つ
の
区
分
で
賦
課
さ

れ
て
い
た
国
民
健
康
保
険
税
は
、
新
た
に
後
期
高

②

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）

　

内
臓
脂
肪
の
蓄
積
に
起
因
す
る

生
活
習
慣
病
に
重
点
的
に
着
目
し

た
健
康
診
査
と
、
そ
れ
を
早
期
予

防
す
る
た
め
の
保
健
指
導
。

国民健康保険制度が変わります国民健康保険制度が変わります
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とうみ

齢
者
支
援
金
分
（
従
来
の
老
人
保
健
拠
出
金
に
相
当

す
る
部
分
）
が
加
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
ご
と
に

税
率
が
設
定
さ
れ
ま
す
。（
表
１
参
照
）

  
国
保
税
は
年
金
か
ら
の
天
引
き

（
特
別
徴
収
）

　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
世
帯
主
の
国
保
税
（
世
帯

へ
の
課
税
額
）
は
、
そ
の
方
の
年
金
か
ら
天
引
き
（
特

別
徴
収
）
さ
れ
ま
す
。
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な

い
方
は
、
従
来
ど
お
り
の
方
法
（
普
通
徴
収
）
で
納

め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
国
保
税
の
年
金
天
引
き
の
制
度
は
平

成　

年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
市
で
は
平
成　

２０

２０

年　

月
か
ら
導
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

１０

  
退
職
者
医
療
制
度
対
象
者

（
黄
色
の
保
険
証
を
お
使
い
の
方
）
の

  
年
齢
要
件
が　

歳
以
下
に

６４

　

厚
生
年
金
ま
た
は
各
種
共
済
組
合
年
金
の
受
給
資

格
が
あ
る
方
で
、
そ
の
加
入
期
間
が　

年
以
上
又
は

２０

　

歳
以
降　

年
以
上
あ
る
方
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る

４０

１０

退
職
者
医
療
制
度
（
黄
色
の
保
険
証
を
お
使
い
の
方

の
医
療
制
度
）
に
つ
い
て
、
そ
の
年
齢
要
件
が
表
２

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
現
在
、
退
職
者
医
療
制
度
対
象
者
で
あ
っ
て
、

平
成　

年
４
月
１
日
時
点
で　

歳
以
上
と
な
る
方
及

２０

６５

び
そ
の
方
に
扶
養
さ
れ
る
方
に
は
、
同
年
３
月　

日
３１

が
期
限
の
保
険
証
を
お
使
い
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
方
へ
は
、
４
月
以
降
に
お
使
い
い
た
だ
く
新
し

い
保
険
証
（
一
般
用
、
薄
紫
色
）
を
３
月
下
旬
に
お

送
り
し
ま
す
。

  
高
額
医
療
・
高
額
介
護

  
合
算
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　

毎
年
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
に
、
高
額
療
養
費

の
算
定
対
象
と
な
る
世
帯
単
位
で
、
医
療
保
険
と
介

護
保
険
の
自
己
負
担
を
合
算
し
た
額
が
、
新
た
に
設

定
す
る
１
年
間
の
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合

に
、
医
療
保
険
及
び
介
護
保
険
か
ら
、
自
己
負
担
額

の
比
率
に
応
じ
た
額
が
そ
れ
ぞ
れ
支
給
さ
れ
ま
す
。

 （
注
）

１　

１
年
間
の
自
己
負
担
限
度
額
は
、
世
帯
の
所
得

区
分
に
応
じ
て
今
後
、
設
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の

他
の
事
項
も
含
め
て
制
度
の
詳
細
は
今
後
、
お

知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

２　

平
成　

年
４
月
か
ら
同
年
７
月
ま
で
の
４
カ
月

２０

分
の
負
担
額
及
び
そ
れ
に
係
る
年
間
の
自
己
負

担
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
同
年
８

月
か
ら
平
成　

年
７
月
ま
で
の
１
年
間
に
合
算

２１

し
、　

カ
月
分
で
計
算
さ
れ
る
予
定
で
す
。
し

１６

た
が
っ
て
、
こ
の
制
度
に
お
け
る
支
給
の
開
始

は
、
平
成　

年
８
月
以
降
と
な
り
ま
す

２１

  
療
養
病
床
に
入
院
し
た
際
の

  
負
担
対
象
年
齢

　

療
養
病
床
（
主
に
慢
性
期
の
方
の
た
め
に
設
置
さ

れ
る
病
床
）
に
入
院
し
た
場
合
の
食
費
及
び
居
住
費

の
負
担
対
象
年
齢
（
現
行　

歳
以
上
）
が　

歳
以
上

７０

６５

に
変
更
に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
民
課
国
保
年
金
係

　

�　

－

１
１
１
１

６２

　
　

（
内
線
１
２
３
１
）

�世帯主が市国民健康保険

の加入者で、その世帯主

及び世帯内の加入者全員

が65歳以上75歳未満

�世帯主が、年額18万円

（月額15,000円）以上の

年金を受給している

�国保税額と世帯主自身の

介護保険料額との合算額

が年金受給額の２分の１

を超えない（超える場合

は、介護保険料の特別徴

収が優先されます。）

　70歳から74歳までの方（平成20年４月１日からの後期高齢者医療
制度対象者を除く。）の医療機関等窓口での平成20年４月１日からの
自己負担割合等が一旦、決定されましたが、現在、下記の内容につい
て実施の延期が国で検討されています。
　（１）医療機関等の窓口での自己負担割合の引き上げ
　（２）自己負担割合が１割であって、市県民税が課税されている方
　　　　の１カ月の自己負担限度額
　今後、正式に内容が決定しましたら、必要に応じその内容を広報等に
掲載するとともに、対象となる皆さんには別途お知らせしていきます。

70歳から74歳までの方の医療費自己負担増の凍結が検討されています。



　平成19年10月1日から東御市青少年健全育成条例が全面施行されまし

た。条例が制定された後、図書がん具類等自動販売機が設置されている

土地の所有者や営業者に条例の周知を図り、11月１2日現在、５か所50台

のうち３か所19台の撤去が確認されました。

滋野地区国道18号線沿い
経過　平成17年秋、この場所に図書等自動販

売機が8台設置されました。すぐに、地元の

育成会、青少年補導委員会、区長会、PTAを

中心とした地域の関係団体の皆さんにより

「滋野地区青少年を有害環境から守る会」が

発足しました。約3800名の署名を集め、再

三にわたる地権者訪問を実施しました。地元

の方々の協力で立て看板が設置され、子ども

たちが立ち寄らないよう巡視活動も行われま

した。住民運動の効果で徐々に自販機の台数

は減少し、条例施行後、10月9日に最後の自

販機が撤去されました。

田中地区国道18号線沿い
経過

　この場所には20年以上前から図書がん具

類等自動販売機が2台設置されていました。

長年にわたり住民による訪問活動などを継続

して実施してきましたが、条例制定後、地権

者の理解を得ることができ、11月7日完全撤

去になりました。

滋野地区旧菅平有料道路沿い
経過

　平成19年2月、この場所に図書がん具類等

自動販売機が15台設置されました。すぐに、

地元の育成会、青少年補導委員、区長等が集

まり、地元の方々の協力で立て看板を設置し

ました。条例制定後、地権者と話し合いを持

つことができ、継続的な住民運動により、11

月12日完全撤去になりました。

平成19年４月 平成19年10月

平成19年４月 平成19年1１月

（２００７年１２月）

平成19年４月 平成19年11月
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市
内
に
は
ま
だ　

台
の
自
販
機
が

３３３３３３３３３３００００００００００３０

  
有
害
性
の
あ
る
図
書
等

  
自
動
販
売
機
の
監
視
等
に
ご
協
力
を

　
　

月　

日
現
在
、　

台
の
自
販
機

１１

１２

１９

が
撤
去
さ
れ
、
１
台
の
自
販
機
の
中

身
が
条
例
に
該
当
し
な
い
も
の
へ
変

更
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
内
２

か
所
、　

台
の
自
販
機
は
届
け
出
さ

３０

れ
営
業
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
後
、

市
で
は
、
周
辺
環
境
の
整
備
の
義
務

や
有
害
図
書
が
ん
具
類
の
収
納
禁
止

な
ど
、
条
例
遵
守
事
項
を
指
導
し
て

い
き
ま
す
が
、
今
、
一
番
必
要
な
の

は
地
域
の
有
害
環
境
は
許
さ
な
い
と

い
う
力
強
い
決
意
と
行
動
で
す
。

○
周
辺
環
境
が
良
好
に
保
た
れ
て
い

る
か
。

○
有
害
図
書
が
ん
具
類
の
収
納
違
反

は
な
い
か
。

　

是
非
、
地
域
の
監
視
体
制
を
強
め

て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
自
販
機
に

は
、
マ
ジ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
（
昼
間
は
ガ

ラ
ス
が
銀
色
に
反
射
し
中
が
見
え
な

い
）
や
、
タ
イ
マ
ー
（
日
が
暮
れ
る

と
電
源
が
入
る
）
の
ほ
か
、
自
販
機

の
周
り
に
囲
い
を
設
置
す
る
な
ど
、

自
主
規
制
を
施
し
て
い
る
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、
ど
ん
な
装
置
を
つ
け
て

も
、
自
動
販
売
機
は
対
面
販
売
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
青
少
年
の
利
用

を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

�
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
り

育
て
る
�
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

１９年１１月１９年１０月
（条例全面施行）

１９年７月
（条例一部施行）

１９年４月

0222田　中　地　区

0022
滋野地区　　　
国道１８号線沿い

0111315
滋野地区　　　
旧有料道路沿い

6666祢　津　地　区

24252525和　　地　　区

30444850総　　　数

　青少年の健全育成を願う市民のつどいを開催します。当日は中学生の発表のほか、

講演会があります。子どもから大人まで大勢の皆さんのご来場をお待ちしています。

●日　時　平成19年12月23日 （日）午後1時～4時（受付12時30分～）

●場　所　文化会館　サンテラスホール

　 講演会 　午後２時～

　　　　　「オール１の落ちこぼれ、教師になる」
　　　　　　～いじめ、引きこもり、天涯孤独の絶望から夢を実現するまで～

　　　　　　　講　師　宮
みや

    本  延 春   先生
もと まさ はる

 実践発表Ⅰ 　午後1時～
　　　　　　　　  東部中学校合唱部の合唱発表

 開　会　式 　午後１時20分～
　　　　　　　　 青少年健全育成協力店シンボル

　　　　　　　　 マーク決定作品の発表

 実践発表Ⅱ 　午後1時35分～
　　　　　　　　 中学生のオーストラリアホームス

　　　　　　　　 テイ体験発表

 青少年健全育成都市宣言 　午後3時30分～

著書「オール１の落ちこぼれ、教師になる」で全国に知られる熱血人気教師。いじめ、不
登校、両親との死別を体験。中学卒業時はオール1という見事な落ちこぼれであったが「教
師になる」という夢に向かって奮起。内閣府教育再生会議委員。

※当日サンテラスホールホワイエで市内育成団体の活動の様子を紹介する写真展を開催します。掲出希望団体は
　模造紙１枚程度にまとめて事務局にお持ちください。
　●問い合わせ先　生涯学習課青少年係　�64－5885

撮影：井上孝明

（２００７年１２月）

とうみ

5

●図書等自動販売機の設置状況 （台）



6（２００７年１２月）

見ぬふり　知らんふり見ぬふり　知らんふり
　

東
御
市
で
は
、
す
べ
て
の
人
々
の
人
権
や
個
性
を
大
切
に
し
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
、
一
人
ひ
と
り
を
尊
重
す
る
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り
、
特
に　

月
4

１２

日
か
ら　

日
ま
で
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

１０

　

こ
の
週
間
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
市
内
の
幼
稚
園
や
保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、

高
校
、
企
業
の
皆
さ
ん
か
ら
人
権
同
和
問
題
の
啓
発
に
関
す
る
作
文
や
標
語
、
ポ
ス
タ
ー
を

募
集
し
ま
し
た
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
多
数
の
作
品
の
中
か
ら
、
審
査
に
よ
り
優
秀
作
品
が
選
定
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
そ
の
作
品
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 
人
権
に
つ
い
て
の
作
文
紹
介
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

 
「
い
け
な
い
よ
」

　
 
勇
気
を
出
し
て

　
　
　
　

言
っ
て
み
よ
う

和
小
学
校
５
年　
 
赤  
尾 　
 
奈 
菜
   
　

あ
か 

お 

な 

な

標
語
の
部
（
公
共
施
設
等
へ
の
掲
示
作
品
）

人
権
啓
発
に
関
す
る

   
優
秀
作
品
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

 
優
し
さ
は

　
 　
  
人
と
人
と
を

　
　
　
　
　
    
つ
な
ぐ
橋

東
部
中
学
校
２
年　
 
小 こ 
林 
ば
や
し　
 
雪 
菜
   
　

ゆ
き 

な

 
大
丈
夫
？

　
    
そ
の
一
言
に

　
　
　
　
 　

あ
り
が
と
う

北
御
牧
中
学
校
１
年　
 
白  
倉 　
 
由 
美
   
　

し
ら 
く
ら 

ゆ 

み

　

「
一
人
一
人
は
み
ん
な
違
う
。
だ
か
ら
い

い
」
こ
の
言
葉
は
私
が
小
学
生
の
こ
ろ
先
生

が
言
っ
て
く
れ
た
言
葉
。
そ
し
て
金
子
み
す

ず
さ
ん
の
詩
の
言
葉
。

　

私
は
小
学
生
の
こ
ろ
学
校
が
大
き
ら
い

だ
っ
た
。
理
由
は
小
さ
な
�
い
や
が
ら
せ
�

だ
。
毎
朝
、
学
校
に
行
く
の
が
つ
ら
く
て
仕

方
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
時
、
先
生
が
こ
の
言

葉
を
言
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
と
き
私
は
思
っ

た
。「
言
葉
っ
て
す
ご
い
！
」

　

中
学
生
に
な
っ
て
人
権
同
和
を
学
び
、
言

葉
に
つ
い
て
考
え
た
と
き
、
改
め
て
�
言
葉
�

の
す
ご
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
あ
の
時

衝
撃
の
よ
う
に
心
に
響
い
た
�
言
葉
�
の
す

ご
さ
も
思
い
出
し
ま
し
た
。
私
の
中
で
世
界

一
、
い
や
宇
宙
一
す
て
き
な
フ
ワ
フ
ワ
言
葉

は「
あ
り
が
と
う
」で
す
。「
あ
り
が
と
う
」笑

顔
で
そ
う
言
わ
れ
て
気
を
悪
く
す
る
人
が
い

る
と
思
い
ま
す
か
？
反
対
に
気
持
ち
良
く
な

る
人
の
方
が
多
い
で
す
よ
ね
。
そ
し
て
、
た

「
一
人
一
人
は
み
ん
な
違
う
。
だ
か
ら
い
い
」 

  
東
部
中
学
校
１
年　
　
 
小 　こ
 
林 
ば
や
し　
 
紗 　

梨
   
　

さ 

り

く
さ
ん
の
人
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ

た
い
と
思
い
ま
す
。「
あ
り
が
と
う
」の
一
言

で
た
く
さ
ん
の
人
が
心
を
い
や
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
。
言
葉
っ
て
そ
う
い
う
も
の
な
ん
だ

と
思
い
ま
す
。
私
は
こ
の
勉
強
を
し
て
い
る

中
で
、
好
き
な
言
葉
を
見
つ
け
ま
し
た
。
今

ま
で
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
、「
好
き
な
言

葉
」
を
。
そ
れ
は
、「
あ
り
が
と
う
」
程
、
多

く
の
人
を
助
け
ら
れ
る
よ
う
な
す
ご
い
言
葉

で
は
な
い
け
ど
、
私
を
助
け
て
く
れ
る
最
高

の
言
葉
で
す
。

　

最
後
に
言
葉
と
は
何
か
私
が
学
ん
だ
こ
と

を
ま
と
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
言
葉
と
は
、

〜
人
を
助
け
る
も
の
。
そ
し
て
、
自
分
を
も

助
け
る
も
の
。 〜
そ
れ
が
私
の
学
ん
だ「
言
葉

の
意
味
」
で
す
。
人
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
る
言

葉
の
意
味
は
違
う
と
思
う
け
ど
、
私
は
こ
の

二
つ
を
「
言
葉
の
意
味
」
と
学
び
ま
し
た
。

あ
な
た
も
「
好
き
な
言
葉
」
を
見
つ
け
て
み

て
は
ど
う
で
す
か
？
あ
な
た
だ
け
の
言
葉
を
。
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とうみ

（２００７年１２月）

ストップ　いじめをストップ　いじめを
１２月4日～１０日は人権週間 １２月4日～１０日は人権週間

　

私
は
五
年
生
に
な
っ
て
、
全
然
知
ら
な
か
っ
た

子
と
友
達
に
な
り
ま
し
た
。
今
、
思
い
出
す
と
、

ど
う
し
て
友
達
に
な
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
不
思
議
で

す
。
五
年
生
に
な
る
ま
で
に
、
ク
ラ
ス
が
同
じ
に

な
っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
し
、
顔
を
合
わ
せ
た
の

も
初
め
て
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
だ
ん

だ
ん
友
達
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が

男
の
子
で
し
た
。
で
も
、
ま
っ
た
く
気
に
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
学
校
で
は
、
休
み
時
間
は
毎
日
サ
ッ

カ
ー
で
、
雨
の
日
は
教
室
で
将
棋
。
給
食
も
、
自

由
の
と
き
は
必
ず
い
っ
し
ょ
に
食
べ
る
。
だ
い
た

い
い
っ
し
ょ
で
、
家
に
帰
る
と
ひ
ま
な
と
き
は
遊

ん
で
い
ま
し
た
。
で
も
、
学
校
か
ら
家
に
帰
る
と

き
、
た
ま
に
口
げ
ん
か
に
な
っ
て
し
ま
う
と
き
が

あ
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
す
ぐ
に
も
め

て
し
ま
い
ま
す
。
自
分
が
悪
い
と
思
っ
て
い
て
も

「
ご
め
ん
ね
」
が
言
え
な
く
て
、
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
き
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
日
は
仲
直
り
が
出
来
な
く
て
、
と

ち
ゅ
う
か
ら
別
々
に
帰
り
ま
す
。
で
も
次
の
日
に

学
校
へ
行
く
と
、
な
ぜ
か
、
仲
直
り
が
出
来
て
い

る
の
で
す
。
そ
れ
が
、
す
ご
く
不
思
議
で
す
。
お

さ
な
な
じ
み
で
、
一
才
と
し
上
の
子
と
け
ん
か
し

た
と
き
は
、
け
ん
か
し
て
い
る
う
ち
に
仲
直
り
が

出
来
て
し
ま
い
ま
す
。
仲
直
り
が
出
来
る
の
は
、

お
た
が
い
の
気
持
ち
を
考
え
ら
れ
る
か
ら
な
ん
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
仲
良
く

な
れ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。「
け
ん
か
す
る
ほ
ど

仲
が
い
い
」
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
こ
と
な
ん

だ
な
ー
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
私
は
ど
う
し
て
い
け
ば
い
い
の
だ
ろ

う
と
考
え
て
み
ま
し
た
。「
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
や
っ
て
み
よ
う
」
そ
う
思
い
ま
し
た
。
ま
ず
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
、
そ
れ
は
、
友
達
と
け
ん
か

し
た
と
き
、
自
分
が
悪
い
な
と
思
っ
た
と
き
は
、

「
ご
め
ん
ね
」
が
言
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

ま
ず
は
、「
ご
め
ん
ね
」
と
言
っ
て
、
そ
の
後
に
、

で
も
、
こ
う
し
た
か
っ
た
ん
だ
。
と
自
分
の
思
っ

て
い
る
こ
と
を
相
手
に
言
え
た
ら
い
い
な
と
思
い

ま
す
。
次
は
、
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
し
て

い
る
人
に
注
意
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

今
ま
で
は
、
注
意
す
る
こ
と
で
、
友
達
関
係
が
悪

く
な
っ
た
り
、
ク
ラ
ス
の
中
で
、
う
わ
さ
さ
れ
る

の
が
や
だ
く
て
、
さ
り
げ
な
く
注
意
し
て
い
ま
し

た
。
で
も
、
友
達
や
ク
ラ
ス
の
人
が
、
や
っ
て
は

い
け
な
い
こ
と
を
平
気
で
や
っ
て
し
ま
う
人
に

な
っ
て
ほ
し
く
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
、
ち
ゃ

ん
と
注
意
し
て
い
き
た
い
で
す
。
あ
と
、
人
と
の

ふ
れ
合
い
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
小
学
校
一
年
生
ぐ
ら
い
の
と
き
か

ら
、
今
ま
で
ず
ー
っ
と
、
障
が
い
の
あ
る
子
が
集

ま
る
会
に
、
い
く
つ
も
参
加
し
て
き
た
か
ら
で
す
。

な
の
で
、
障
が
い
の
あ
る
人
を
見
て
も
、
不
自
然

に
思
い
ま
せ
ん
。
去
年
の
夏
に
パ
ル
パ
ル
の
会
で

キ
ャ
ン
プ
が
あ
り
ま
し
た
。
東
京
や
松
本
の
パ
ル

パ
ル
の
会
へ
入
っ
て
い
る
子
達
で
集
ま
っ
て
、
近

く
の
す
っ
ご
く
水
が
き
れ
い
な
川
へ
行
っ
た
り
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
り
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
を
し
ま

し
た
。
私
は
、
そ
の
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て
、
た

く
さ
ん
の
子
と
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
、

一
番
仲
良
く
な
っ
た
男
の
子
は
、
東
京
か
ら
来
た

子
で
、
い
つ
も
笑
顔
で
、
み
ん
な
を
明
る
く
し
て

く
れ
る
子
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の

人
と
ふ
れ
合
う
こ
と
で
、
そ
の
人
の
い
い
所
を
見

つ
け
ら
れ
ま
す
。
な
の
で
、
人
と
た
く
さ
ん
ふ
れ

合
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

「
私
の
心
の
中
」 

　
　
   
田
中
小
学
校
6
年　
　
 
花 　
 
岡 　
 
香 　

織
   
　

は
な 

お
か 

か 

お
り

 
ス
ト
ッ
プ

　
 
い
じ
め
を
見
ぬ
ふ
り

　
　
　
　
　
 
知
ら
ん
ふ
り

東
御
市
社
会
福
祉
協
議
会　
 
宮  
入  
真  
奈 
美
   
　

み
や 
い
り 

ま 

な 

み

（
懸
垂
幕
横
断
幕
用
作
品
）

ポ
ス
タ
ー
の
部

東
部
中
学
校
２
年　
 
原  
沢 　
 
悠  
希 　

は
ら 
さ
わ 

ゆ
う 

き

滋野小学校５年　 内  堀 　 咲  希 
うち ぼり さ き

●問い合わせ先　東部人権啓発センター　�64－5902
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◆ 

短
歌
の
部　
選
者　

小
山　

豊
・
中
島
雅
子
・
宮
澤　

渉

　
　

● 

市
長
賞

　
　
　
 

農
に
慣
れ
ぬ
嫁
に
教
へ
て
浮
き
苗
さ
す
吾
と
の
影
が
田
の
面
に
揺
れ
る　
　
　
　
　

有
賀　

静
子

　
　

● 

教
育
委
員
会
賞

　
　
　
 

庭
畑
の
ポ
ピ
ー
咲
き
長
け
朱
の
な
か
に
雉
の 
雛 
の
鳴
き
ご
ゑ
起
こ
る　
　
　
　
　
　

岩
井　

キ
ヨ

ひ
ひ
な

　
　

● 

公
民
館
長
賞

　
　
　
 

た
わ
わ
な
る
柿
の
実
す
で
に
色
づ
き
て
廃
屋
の
生
家
秋
の
風
立
つ　
　
　
　
　
　
　

岩
崎　

キ
ク

　
　

● 

文
化
協
会
長
賞

　
　
　
 

荒
草
に
混
じ
り
刈
り
た
る
山
椒
の
香
り
立
ち
く
る
小
暗
き
木
下　
　
　
　
　
　
　
　

柳
沢　

澄
江

  
短
い
言
葉
に
託
さ
れ
た
あ
ふ
れ
る
思
い

　

第
４
回  

東
御
市
短
詩
型
文
学
祭  
受
賞
作
品
の
紹
介
（
敬
称
略
）

◆ 

俳
句
の
部　
選
者　

上
澤
樹
實
人
・
国
見
敏
子
・
瀧
澤
宏
司

　
　

● 

市
長
賞

　
　
　
 

炎
昼
や
静
か
な
母
に
ふ
と
不
安　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　

恵
子

　
　

● 

教
育
委
員
会
賞

　
　
　
 

郭
公
の
真
只
中
に
鍬
を
振
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
町
て
る
子

　
　

● 

公
民
館
長
賞

　
　
　
 

通
院
の
送
り
迎
へ
や
雲
は
春　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下
千
代
子

　
　

● 

文
化
協
会
長
賞

　
　
　
 

ひ
と
息
を
松
虫
草
に
入
れ
に
け
り　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

雅
子

◆ 

川
柳
の
部　
選
者　

青
木
城
風

　
　

● 

市
長
賞

　
　
　
 

火
を
止
め
る
卯
建
の
影
に
粋
を
観
る　
　
　
　
　
　
　

関　
　

真
嶺

　
　

● 

教
育
委
員
会
賞

　
　
　
 

良
い
知
ら
せ
ふ
わ
り
と
風
が
連
れ
て
来
る　
　
　
　
　

藤
井　
　

昇

　
　

● 

公
民
館
長
賞

　
　
　
 

み
か
え
り
は
要
ら
な
い
母
の
愛
の
海　
　
　
　
　
　
　

大
日
向
紋
子

　
　

● 

文
化
協
会
長
賞

　
　
　
 

海
の
宿
水
平
線
が
夕
日
呑
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
島　

友
子

�　
　
　
　

�　
　
　
　

�　
　
　
　

�　
　
　
　

�　
　
　
　

�　
　
　
　

�　
　
　
　

�　
　
　
　

�　
　
　
　

�　
　
　
　

�　
　
　
　

�

　�　　　�　　　�　　　�　　　�

（２００７年１２月）
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とうみ

　
　

月　

日
、
第
４
回
東
御
市
短
詩
型
文
学
祭

１１

２４

が
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
応

募
作
品
の
総
数
は
一
般
か
ら
小
学
生
ま
で
１
３

４
９
点
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
出
品
者
や
選
者
な
ど
約　

名
が
集

６０

ま
り
、
部
門
別
に
各
賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
土
屋
市
長
や
柳
澤
市
議
会
議
長
か

ら
、
詩
情
あ
ふ
れ
る
作
品
に
ふ
れ
た
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
参
加
者
は
各
研
究
会
場
に
分
か
れ
、

選
者
の
ご
指
導
や
作
品
の
鑑
賞
に
時
の
経
つ
の

も
わ
す
れ
て
い
ま
し
た
。

◆
現
代
詩
の
部　
選
者　

宮
沢　

肇
（
現
代
詩
は
市
長
賞
作
品
の
み
掲
載
）

　

● 

市
長
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

● 

公
民
館
長
賞　
　
　
　
　

　
　
 
「
造　

反
」　
　
　
　
　
　

宮
坂　

春
代　
　
  

「
遥
か
な
日
・
祈
り
」　
　
　
　

栗
原　

陽
子

　

● 

教
育
委
員
会
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

● 

文
化
協
会
長
賞

　
　
 
「
馬
の
見
た
空
」　
　
　
　

諸
山　

照
男　
　
  

「
水
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴
沢
サ
ト
子

　

造　
　

反

　

宮
坂　

春
代　

ど
れ
く
ら
い
前
か
ら
だ
ろ
う

見
知
ら
ぬ
猫
が
う
ろ
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は

妙
に
人
慣
れ
し
た
猫
が
身
重
だ
と
気
づ
い
た
と
き

堪
え
て
い
た
私
の
何
か
が
崩
れ
た

そ
れ
か
ら
は
朝
な
夕
な
餌
の
皿
を
手
に
庭
に
立
つ
の
が

日
課
に
加
わ
っ
た

そ
し
て
あ
の
大
地
震
の
あ
っ
た
朝

設
え
た
物
置
の
寝
床
で
五
匹
の
子
を
産
ん
だ

人
間
か
ら
す
れ
ば

こ
の
誕
生
に
は
か
な
り
の
不
都
合
が
あ
る

で
も
私
は

そ
の
瞬
間
か
ら
乳
房
を
ま
さ
ぐ
る
生
き
物
に

胸
を
詰
ま
ら
せ
た

無
条
件
で
感
動
し
た

思
い
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
が

咄
嗟
に
口
を
つ
い
た
の
が
頑
張
っ
た
ね　

だ
っ
た

そ
れ
で
も
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
思
い
は
冷
静
で

心
の
片
隅
に
棲
む
鬼
に
任
せ
ろ
と
囁
く

そ
う
だ
人
間
だ
っ
て
大
変
な
ん
だ

先
の
お
ぼ
つ
か
な
い
こ
の
生
を

た
だ
憐
憫
だ
け
で
先
延
ば
し
し
て
も

そ
こ
に
光
が
降
り
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い

刹
那
的
な
感
情
に
浸
っ
て
い
る
猶
予
は
な
い
ぞ

背
中
を
押
し
て
く
れ
っ

別
な
と
こ
ろ
に
あ
る
思
い
に
向
か
い

叫
ん
だ

つ
ま
み
あ
げ
よ
う
と
し
て

そ
っ
と
指
を
伸
ば
す
と

大
き
く
見
開
か
れ
た
母
猫
の
双
眸
が
あ
っ
た

す
っ
か
り
身
繕
い
さ
れ
た
生
き
物
が

和
毛
を
ふ
る
わ
せ
な
が
ら
胸
も
と
に
い
る

ま
だ
あ
の
不
遜
さ
も
気
随
さ
も
な
い

私
の
指
は
止
ま
っ
た

懇
願
か
安
堵
か
そ
の
瞳
に
は

私
の
指
を
止
め
る
の
に
十
分
な
力
が
あ
っ
た

た
め
込
ん
だ
唾
を
一
気
に
飲
み
く
だ
し

ほ
ん
と
に
頑
張
っ
た
ね
･
･
･
と

も
う
一
度
頭
を
撫
で
た

命
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

命
の
重
さ
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

い
や
そ
ん
な
難
し
い
こ
と
は
ど
う
で
も
良
い

今
幸
福
が
足
り
て
い
る

少
し
ば
か
り
の
下
り
坂
に
憂
い
て
い
る

そ
の
人
間
と
い
う
叡
智
な
生
き
物
の
目
の
前
に

無
心
に
息
づ
く
小
さ
な
炎
が
あ
る

た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
だ

私
は

こ
の
命
の
火
を
紡
ご
う
と
思
っ
た

多
く
の
不
都
合
へ
は

の
ら
り
く
ら
り
と
言
い
訳
す
れ
ば
い
い

そ
れ
に
し
て
も

別
な
思
い
に
従
う
の
も
鬼
の
手
を
借
り
る
の
も

な
か
な
か
難
し
い
も
の
だ

各
部
門
で
市
長
賞
を

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん　

　

（
写
真
右
か
ら
有
賀
さ
ん
、

　

清
水
さ
ん
、
関
さ
ん
、

▲

宮
坂
さ
ん
）

▲

各
部
門
ご
と
に

　

選
者
を
囲
ん
で
の

　

研
究
会

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係　

�　

―
５
８
８
５

６４

 
今
年
も
多
数
の
出
品

（２００７年１２月）
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９

あなたの健康状態は？
◆まだまだ少ない健診受診者

　平成19年度の健康スクリーニングは、7

月～8月にかけて行われました。

　右表のとおり受診者数は男女合わせて

２１００人余りで、昨年度より65名減りました。

◆あなたの健診結果は・・・

　平成19年度の健診結果から、数々の問題

点が見えてきました。

　30近くある検査項目の中でも、中性脂肪

・腹囲・ヘモグロビンA１ｃは受診者の多

くが基準値を超えるという結果が出ました。

危険なのはメタボだけではない！

計女性男性
　　　　　性別
年齢　　　　　

96672919歳～29歳

2472014630歳～39歳

2441954940歳～49歳

3812909150歳～59歳

33821812060歳～64歳

87146740465歳以上 　 

2,1771,438739計

備　　考60歳代男性60歳代女性

やせているの
に……

20.621.6Ｂ　Ｍ　Ｉ
体の大きさ

7780腹　　　囲

14096中 性 脂 肪内蔵脂肪の
蓄　　　積 4373HDLコレステロール

5.24.7尿　　　酸血 管 を 傷
つけるもの 120/65114/71血　　　圧

検査値がよく
ない……

15296血　　　糖
インスリン
抵　抗　性

5.65.6ＨｂＡ１ｃ

＋　　　－　　　尿　　　糖

179237総コレステロールその他の危険因子

注）　　　　 は基準値よりも多いものです。

（２００７年１２月）
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ここ
ん
に
ち
は

ん
に
ち
は
栄
養
士
で
す

栄
養
士
で
す

　

快
便
の
ス
ス
メ

 大  石  智  花  子  栄養士
おお いし ち か こ

　

年
末
は
何
か
と
忙
し
く
、
生
活
・
食
事

が
乱
れ
が
ち
で
す
。
こ
ん
な
と
き
こ
そ
肝

心
な
の
が
健
康
管
理
。

　

夜
、
寝
て
い
る
あ
い
だ
に
集
め
ら
れ
た

便
は
、
朝
、
目

覚
め
て
「
朝
ご

は
ん
」
を
食
べ

る
と
胃
腸
が
刺

激
さ
れ
排
便
を

促
し
ま
す
。�
便
�
は
、
お
腹
の
中
の
情
報

が
た
っ
ぷ
り
つ
ま
っ
た
体
か
ら
の
�
お
便

り
�。
便
か
ら
も
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
活
リ
ズ
ム
・

食
事
の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
、
快
便
で

ス
ッ
キ
リ
元
気
な
一
日
を
過
ご
せ
る
と
よ

い
で
す
ね
。

　　

快
便
の
た
め
の

　
　
　

食
事
の
ポ
イ
ン
ト

①
食
物
繊
維
と

水
分
を
た
っ
ぷ

り
と
り
ま
し
ょ

う
。
食
物
繊
維

が
水
分
を
吸
収

し
て
便
の
量
を

増
や
す
。

②
和
食
の
献
立

を
と
り
入
れ
ま

し
ょ
う
。

主
食
の
ご
は
ん
を
は
じ
め
、
乾
物
や
野
菜

の
煮
物
に
は
食
物
繊
維
も
豊
富
。　
　

③
適
度
な
脂
肪
分
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

便
の
す
べ
り
を
よ
く
し
、
排
便
し
や
す
く

な
る
。
摂
り
す
ぎ
は
逆
効
果
。

④
発
酵
食
品
を
上
手
に
と
り
入
れ
ま
し
ょ

う
。
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
ぬ
か
漬
け
・
み
そ
・

納
豆
な
ど
は
腸
内
の
善
玉
菌
を
多
く
す
る
。

た
だ
し
、
糖
分
や
塩
分
の
摂
り
す
ぎ
に
は

気
を
つ
け
る
。

　  生涯現役を目指して
　「生涯現役」は、誰もが目指す人生の送り方ではないで
しょうか？それをおびやかす様々な健康障害は、できるこ
となら避けたいものです。しかし、健康障害の原因となる
生活習慣病の恐ろしいところは、「無自覚のうちにからだ
がむしばまれる」ことです。つまり、「自分はまだまだ健
康」と思っていても、実際からだの中では病気が進んでい
る可能性があります。それを防ぐための、最も簡単で確実
な方法が「健診受診」です。さあ、生涯現役を目指して、
年に一回は必ず健診を受けましょう。

●健診受診やメタボリック相談、その他健康相談は、
　ケアポートみまき内健康増進係　電話６１－６０６０まで。

年一回は必ず
　健診を受けよう

便は健康のバロメーター

形をとどめてい
ない便

細くて
軟らかい便

コロコロ
した便

バナナ状の便

・色はいろいろ
・一過性の場合は、
異物を出すため

・高脂肪・高タン
パク質の食事を
さけ、野菜を多
めにとる

・慢性的な場合は、
ストレスも考え
られる

・排便後もす
　っきりしな
い

・茶～黒褐色
・食事量が少
なく、いき
む力が弱い
ため一度に
出せない

・強くいきん
でようやく
でる

・茶～黒褐色
・とても臭い
・食物繊維や
水分が少な
い

・便意をがま
んしない

・健康状態良好
・ストーンとでる
・黄色がかった褐
色
・臭うけれど、き
つくない
・水のたまる便器
では、便器に落
ちると水に浮く

とうみ

（２００７年１２月）
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安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心
のののののののののののののののののののののののののののののののの
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処
理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理
をををををををををををををををををををををををををををををををを

 
安
全
安
心
の
ご
み
処
理
を

  
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
排
ガ
ス
高
度
処
理
工
事
完
了

　

昨
年　

月
か
ら
行
っ
て
き
た
東

１０

部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
排
ガ
ス

高
度
処
理
・
大
規
模
改
修
が
こ
の

た
び
完
成
し
、　

月
６
日
、
竣
工

１１

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
事
業
で
は
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
の
削
減
を
目
的
と
し
た
排
ガ

ス
高
度
処
理
装
置
（
バ
グ
フ
ィ
ル

タ
ー
）
の
設
置
と
平
成
５
年
の
稼

動
開
始
か
ら　

年
が
経
過
し
、
施

１４

設
の
老
朽
化
に
よ
る
焼
却
炉
内
の

改
修
工
事
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

排
ガ
ス
高
度
処
理
装
置
の
設
置
に

よ
り
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
、
国
の

基
準
値
を
大
幅
に
下
回
る
測
定
結

果
が
出
ま
し
た
。

来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ
向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ

 
来
年
４
月
開
館
へ
向
け

　

滋
野
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
起
工
式

　
　

月　

日
、
旧
滋
野
地
区
公
民

１０

３１

館
跡
地
で
滋
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
の
起
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

「
力
強
さ
と
清
ら
か
さ
」を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
外
観
は
白
壁
の
民
家

風
で
雷
電
生
家
を
意
識
し
、
建
物

内
は
下
足
で
出
入
り
が
可
能
な
バ

リ
ア
フ
リ
ー
対
応
と
し
て
い
ま
す
。

１
階
に
は
分
館
報
や
美
術
品
の
展

示
コ
ー
ナ
ー
、
可
動
間
仕
切
り
で

用
途
に
よ
る
使
い
分
け
が
可
能
な

研
修
室
、
調
理
実
習
室
な
ど
が
、

２
階
の
多
目
的
ホ
ー
ル
は
１
０
５

畳
あ
り
、
会
議
や
集
会
な
ど
幅
広

い
利
用
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
屋

根
に
は
太
陽
光
発
電
装
置
を
設
置

し
、
環
境
に
も
配
慮
を
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
施
設
の
適
切
な
維
持
管

理
に
務
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、
市

民
の
皆
さ
ん
も
ご
み
の
減
量
と
リ

サ
イ
ク
ル
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。　

 　

年
の
歳
月
を
経
て
魅
力
あ
る
ま
ち
並
み
へ

１０

田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商
店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店
街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街

街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街
路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路
工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成

   
田
中
商
店
街　

街
路
工
事
完
成

　

平
成
９
年
度
に
事
業
着
手
し
た
、

都
市
計
画
道
路
「
田
中
牧
家
線
」

田
中
駅
前
交
差
点
か
ら
常
田
南
交

差
点
ま
で
の
街
路
工
事
が
完
了
し
、

　

月
３
日
、
田
中
商
店
街
で
竣
工

１１式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
の
実
施
に
あ
わ
せ
、
住
民

が
主
体
と
な
っ
た
「
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
タ
ウ
ン
た
な
か
推
進
委
員
会
」

な
ど
が
街
路
デ
ザ
イ
ン
の
検
討
な

ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
田
中

商
店
街
は
宿
場
町
を
イ
メ
ー
ジ
さ

せ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
並
み
へ
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。

ダイオキシン類測定結果
（１�中に含まれるダイオキシン類の量）

排出基準値測定結果

１０．０0.0021１号炉

１０．０0.0051２号炉

単位：ナノグラム

１ナノグラム＝10億分の１グラム

このフィルターでダイオキシン類を削減このフィルターでダイオキシン類を削減

工事概要

　鉄骨造２階建て

　敷　地　面　積

　1146.35平方メートル

　延 べ 床 面 積

　620.49平方メートル

　建 設 工 事 費

　１億１９７０万円

滋野コミュ二ティーセンターの完成予想図

事業概要

　整備延長 　772メートル

　全体幅員 　18メートル

（両側にある4.5メートル

の歩道を含む）

　全体事業費

　41億5,700万円

歩道も整備され　　　　　　
買い物客も安全、安心に▼
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簡単にもうかる話は
ありません！

　未公開株、マ

ンション投資、

高金利の資産運

用など、高額の

もうけ話を電話

で勧誘してきま

す。このような

利殖商法にご注

意ください。

　利殖商法かなと疑問を感じたときや被害に

あったときは下記へ相談を

　●上田消費生活センター　�２７－８５１７
　●市民課生活環境係　　　�６４－５８９６

　　身近で使われています！

「電源立地交付金」
　発電施設がある地域に対しては、地域の活性化や住民の利便性向

上を目的として「電源立地地域対策交付金」が交付され、公共施設

整備等に役立てられています。

　東御市は、４つの水力発電施設（島川原、塩川、塩沢第１・第２

発電所）の周辺地域として交付の

対象になっており、今年度は市道

島川原御牧原線と市道大比良線の

２か所で、交付金による道路舗装

の修繕工事が行われました。

●問い合わせ先
　企画課企画調整係　�64－5893

　

後
期
申
請
期
間

　

１
月　

日 （
木
）〜

１０

　
　
　
　
　

１
月　

日（
木
）

３１

　

市
で
は
、「
農
業
振
興
地
域
の

整
備
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

特
に
農
業
振
興
を
図
っ
て
い
く
地

域
を
「
農
業
振
興
地
域
」
と
し
て
、

優
良
農
地
の
保
全
・
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
。
こ
の
「
農
業
振
興
地

域
」
で
は
、
農
地
を
農
業
以
外
の

目
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
や
む
を
得
ず
住
宅
な
ど
他

の
目
的
に
利
用
し
た
い
場
合
は
、

農
振
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
手

続
き
が
必
要
で
す
。

　

申
請
の
受
付
は
平
成　

年
１
月

２０

　

日（
木
）か
ら
１
月　

日（
木
）ま

１０

３１

で
の
期
間
行
い
ま
す
。
申
請
書
類

は
農
政
課
に
あ
り
ま
す
の
で
、
計

画
の
あ
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
除
外
が
認
め
ら
れ
る

た
め
に
は
、
土
地
改
良
事
業
を
実

施
し
て
い
な
い
こ
と
や
除
外
後
の

農
用
地
の
集
団
性
が
確
保
さ
れ
る

な
ど
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

農
政
課
農
政
係

　
　

�　

－

５
８
９
４

６４

 
農
振
農
用
地
除
外

 　
　

申
請
に
つ
い
て

　

「
つ
も
っ
た
雪
」

上
の
雪

寒
か
ろ
な
。

つ
め
た
い
月
が　

さ
し
て
い
て
。

下
の
雪

重
か
ろ
な
。

何
百
人
も　

の
せ
て
い
て
。

中
の
雪

さ
み
し
か
ろ
な
。

空
も 
地  
面 
も　

み
え
な
い
で
。

じ 

べ
た

　

こ
の
詩
は
、
今
か
ら
百
年
以
上
も
前
に

山
口
県
で
生
ま
れ
、
二
十
六
歳
と
い
う
若

さ
で
服
毒
自
殺
し
た
童
謡
詩
人
、
金
子
み

す
ず
さ
ん
が
書
い
た
詩
で
す
。

　

こ
の
詩
を
読
ん
だ
時
、
積
も
っ
た
雪
を

こ
の
よ
う
な
感
覚
・
ま
な
ざ
し
で
見
つ
め

た
こ
と
が
な
か
っ
た
私
は
、
衝
撃
的
感
動

を
受
け
る
と
同
時
に
心
の
洗
わ
れ
た
思
い

に
な
り
ま
し
た
。
積
も
っ
た
雪
を
見
る
優

し
い
ま
な
ざ
し
、
優
し
い
想
い
や
心
に
感

動
し
、自
己
中
心
の
考
え
方
、見
方
を
し
て

い
た
自
分
に
む
ち
打
た
れ
、
他
者
を
見
る

見
方
を
目
覚
め
さ
せ
ら
れ
た
思
い
で
し
た
。

　

人
権
問
題
や
差
別
問
題
を
説
く
時
、

「
思
い
や
り
の
気
持
ち
・
心
が
大
切
で
あ

る
」「
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
こ
と

が
大
事
だ
」
と
良
く
言
わ
れ
ま
す
が
、「
そ

の
た
め
に
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」
を
、

こ
の
詩
は
教
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
し
た
。
…
相
手
の
立
場
・
他
者
の
視

点
に
立
っ
て
物
事
を
見
つ
め
る
優
し
い
ま

な
ざ
し
、
優
し
い
心
が
大
切
で
あ
る
…
と

い
う
こ
と
を
。

　

こ
の
よ
う
に
教
え
ら
れ
た
時
、「
こ
の

間
の
新
潟
中
越
沖
地
震
は
、
こ
ち
ら
も
す

ご
く
揺
れ
た
け
ど
、
被
害
が
無
く
て
良

か
っ
た
」
と
い
う
思
い
だ
け
が
強
く
、
時

間
の
経
過
と
共
に
地
震
の
直
撃
を
受
け
た

人
々
に
視
点
を
当
て
、
優
し
い
ま
な
ざ
し
、

優
し
い
心
を
寄
せ
て
い
な
か
っ
た
自
分
を

恥
ず
か
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

「 
大 　
 
漁 
」

た
い 

り
ょ
う

朝
や
け
小
や
け
だ　

大
漁
だ
。

大
ば
イ
ワ
シ
の　

大
漁
だ
。

浜
は　

ま
つ
り
の
よ
う
だ
け
ど

海
の
中
で
は　

何
万
の

イ
ワ
シ
の
と
む
ら
い　

す
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
も
金
子
み
す
ず
さ
ん
の
詩
で
す
。

イ
ワ
シ
の
立
場
・
視
点
に
立
っ
て
読
ん
だ

時
、
自
分
中
心
・
人
間
中
心
の
見
方
、
考

え
方
を
逆
転
さ
れ
る
思
い
に
な
る
の
は
私

だ
け
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
の
二
つ
の
詩
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
心

を
相
手
・
他
者
に
寄
せ
る
か
に
よ
っ
て「
差

別
」
が
起
こ
る
の
か
を
教
え
ら
れ
た
思
い

に
な
り
ま
し
た
。

　

【
東
部
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
で
も
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
」
の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
会

議
な
ど
で
ご
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
、
節
電
・
節
水
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
】

▲市道大比良線
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誕生日おめでとう！（１2 月生まれ）

 菊  原 　 希 颯   ちゃん（中屋敷）
きく はら のの か

（１歳、H18.12.4生）

　食いしん坊ののか�

　１歳のお誕生日おめでとう�

　たくさん食べて大きくなーれ。

　

 中  島 　　柊
なか じま

   くん 　写真右（常田）
しゅう

（３歳、H16.12.10生）

　　　 世 和   くん 　写真左
せ な

（１歳、H18.12.6生）
　柊、世和、お誕生日おめでとう。２人
が一緒に遊んだり笑いあっている姿を見
ると、本当に幸せを感じるよ。いつまで
も優しさを忘れない男性になってね。

 渡  辺 　　�   ちゃん（栗林）
わた なべ りん

（１歳、H18.12.12生）

　１歳のお誕生日おめでとう！

　いつもニコニコ�ちゃん♪

　その笑顔にみんながいやされます�あ

んよも上手になったね。元気にすくすく

と大きくなってね！

 掛  川 　 結 衣   ちゃん（曽根）
かけ がわ ゆ い

（２歳、H17.12.10生）

　我が家のいやし系ゆいちゃん�

　お話が上手にできるようになって毎日

が楽しみです。お誕生日おめでとう�

 吉  池 　　渉
よし いけ

   くん（北部）
しょう

（２歳、H17.12.17生）

　たくさんご飯食べて大きく、大きくな

るんだよ。

　２歳おめでとう�

　父ちゃん★母ちゃんより　

 小 
こ

 林 
ばやし

　 快 吏   くん （常田）
かい り

（１歳、H18.12.5生）

　かぁくん�お誕生日おめでとう�

　毎日かわいい笑顔ありがと�誇らしき

命を胸張って生きてね�

 小  沢 　 陸 人   くん（大石）
お ざわ りく と

（１歳、H18.12.7生）

　いつも元気な陸人�笑顔がとってもカ

ワイイ陸人�これからもその笑顔いっぱ

い見せてね。

　１歳おめでとう�

 小 
こ

 林 　
ばやし

 龍 典
りょう

   くん（加沢）
すけ

 （１歳、H18.12.18生）

　龍ちゃん、１歳のお誕生日おめでとう

�最近お姉ちゃんとケンカばかり……。

　やさしい笑顔で、すくすくと健康に元

気いっぱい大きくなってね。

 中  山 　 愛 那   ちゃん（切久保）
なか やま あい な

（２歳、H17.12.13生）

　２歳のお誕生日おめでとう�

　お兄ちゃんとおいかけっこするのが大

好きだね。たくさん食べて遊んで、元気

に大きくなってね！

 白  倉 　 愛 深   ちゃん（山崎）
しら くら まな み

（３歳、H16.12.3生）

　愛ちゃん、お誕生日おめでとう�

　いつもニコニコ笑顔でみんなを優しく

してくれますね。ありがとう�来年から

いよいよ保育園へ、お友達がたくさんで

きるといいね。がんばれ～★

 金  井 　 遥 菜   ちゃん（東町）
かな い はる な

（３歳、H16.12.23生）

　３歳のお誕生日おめでとう�

　毎日、食器洗いをしてくれてありがと

う。元気でやさしい遥菜が大好きです�

☆募集します!!☆（対象者１月生まれの３歳まで）
写真（うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名（ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント５０字程度を添え
て企画課広報担当までお送りください。記載漏れのあるものは掲載いたしかねます。なお紙面の都合上適宜編集いたし
ますのでご了承ください。締め切りは、１２月12日 （水） 必着。

 成  澤  菜  々  美   ちゃん（西宮）
なる さわ な な み

（３歳、H16.12.4生）

　ななちゃん、お誕生日おめでとう。

　いつも、おどりや歌をうたって皆を楽

しませてくれてありがとう。

　これからもいーっぱい遊んで元気にな

あれ。
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中
央
保
育
園
は
、
今
年
の
１
月

に
念
願
の
新
園
舎
が
完
成
し
ま
し

た
。

　

木
の
ぬ
く
も
り
と
、
さ
わ
や
か

な
風
と
、
や
さ
し
い
光
に
包
ま
れ

た
園
舎
で
、
１
０
２
名
の
子
ど
も

た
ち
と　

名
の
職
員
は
、
快
適
に

１８

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
建
て
替
え
工
事
で
、
ほ

と
ん
ど
戸
外
で
の
遊
び
が
で
き
な

か
っ
た
子
ど
も
た
ち
で
す
が
、
今

年
は
広
い
園
庭
で
存
分
に
体
を
動

か
し
た
り
、
野
菜
畑
で
汗
を
流
し

た
り
し
な
が
ら
、「
心
身
と
も
に
た

く
ま
し
い
子
ど
も
」
に
成
長
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た　

年
以
上
継
続
し
て
取
り

２０

組
ん
で
い
る
竹
馬
の
り
と
缶
ぽ
っ

く
り
は
、
運
動
会
で
全
園
児
が
パ

レ
ー
ド
を
行
い
、
拍
手
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

年
長
さ
ん
が
世
話
を
し
て
い
る

４
匹
の
亀
は
園
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
、
リ
ズ
ム
室
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
に
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

河
岸
段
丘
と
い
う
立
地
の
中
で
、

小
学
校
、
中
学
校
が
近
く
に
あ
り
、

交
流
も
盛
ん
で
、
保
育
園
、
小
学

校
、
中
学
校
が
連
携
を
と
り
あ
い

な
が
ら
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
御
牧

っ
子
の
育
ち
を
地
域
全
体
で
見
守

っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

▲こんなに高く乗れるようになったよ

　 
駅
伝
を
終
え
て

　
　
　

北
御
牧
中
学
校
１
年

　
 
大  
塚 　
 
祐 
香
   
　

お
お 
つ
か 

ゆ 

か

　

私
た
ち
１
年
生
に
と
っ
て
初
の

駅
伝
だ
っ
た
。
私
は　

区
。
下
見

２１

に
行
っ
た
時
は
「
最
後
ま
で
走
り

き
れ
る
の
か
な
ぁ
ー
」
と
思
っ
た
。

で
も
、
他
の
皆
の
が
ん
ば
り
で

「
大
丈
夫
」
だ
と
思
っ
た
。
自
信

が
つ
い
て
き
た
。

　

私
の
区
間
は
、
最
初
に
上
り
と

下
り
が
あ
り
、
最
後
は
平
ら
に

な
っ
て
い
る
。
最
初
の
坂
が
と
て

も
き
つ
く
、
ば
て
て
し
ま
う
。
だ

　 
い
ね
か
り

　
　
　
　

滋
野
小
学
校
５
年

　
 
斉  
藤 　
 
祐 
里
   
　

さ
い 
と
う 

ゆ 

り

　
　

月
５
日
に
、
い
ね
か
り
が
あ

１０
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
１
ク
ラ

ス
が
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
い

ね
か
り
を
や
り
ま
し
た
。
１
グ

ル
ー
プ
ず
つ
に
１
人
い
ね
の
か
り

方
を
教
え
て
く
れ
る
方
を
お
よ
び

し
ま
し
た
。
み
ん
な
教
え
て
下
さ

る
方
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
、
か

ま
で
手
を
切
る
こ
と
な
く
、
上
手

に
で
き
ま
し
た
。
干
す
時
は
、
て

い
ね
い
に
米
を
落
と
さ
ず
、
お
米

を
一
つ
ぶ
一
つ
ぶ
大
切
に
で
き
ま

し
た
。
目
標
が
ち
ゃ
ん
と
達
成
で

き
た
い
ね
か
り
で
し
た
。

か
ら
お
そ
い
。

　

私
の
所
に
６
位
で
た
す
き
が
回

っ
て
き
た
。
前
の
人
が
行
っ
て
か

ら
２
、
３
分
し
か
た
っ
て
な
い
か

ら
追
い
つ
け
る
と
思
い
、
私
は
最

初
か
ら
本
気
を
出
し
て
走
っ
た
。

最
後
の
方
で
前
の
人
が
見
え
て
き

た
。
で
も
、
や
っ
ぱ
り
ま
だ
追
い

つ
き
そ
う
に
な
か
っ
た
。
た
す
き

か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
皆
の
思
い
を

大
切
に
最
初
か
ら
最
後
ま
で
本
気

を
出
し
て
走
っ
た
。
し
か
し
、
や

っ
ぱ
り
追
い
つ
か
な
か
っ
た
。
で

も
、
少
し
は
縮
め
ら
れ
た
と
思
う
。

そ
し
て
、
し
っ
か
り
と
次
の
人
に

 
初
め
て
の
脱
こ
く

　
　
　
　

滋
野
小
学
校
５
年

　
 
小 こ 
林 　
　

奏

ば
や
し

   
　
か
な

　

私
た
ち
は
、
昔
の
せ
ん
ば
こ
き
、

足
ぶ
み
脱
こ
く
機
、
現
代
の
機
械

を
使
っ
て
脱
こ
く
を
し
ま
し
た
。

初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
ち
ゃ
ん
と

で
き
る
か
心
配
で
し
た
。

　

せ
ん
ば
こ
き
は
、
先
が
ギ
ザ
ギ

ザ
で
少
し
こ
わ
か
っ
た
し
押
さ
え

た
り
し
て
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
上

手
に
で
き
ま
し
た
。
現
代
の
機
械

は
、
稲
を
機
械
に
入
れ
る
だ
け
で

か
ん
単
で
、
と
て
も
素
早
く
で
き

ま
し
た
。

　

今
は
便
利
に
な
っ
た
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。

渡
せ
た
の
で
自
分
的
に
は
満
足
だ
。

　

ゴ
ー
ル
を
し
た
所
は
見
え
な

か
っ
た
け
ど
最
後
ま
で
し
っ
か
り

と
皆
で
た
す
き
を
つ
な
げ
た
か
ら

良
か
っ
た
と
思
う
。
今
年
は
５
位

だ
っ
た
け
ど
、
来
年
は
１
位
を
目

指
し
て
が
ん
ば
り
た
い
。

▲一粒もこぼさないように刈るぞ

▲新しくなった中央保育園に遊びに来てね

▲１０区→１１区中継所
　たすきに想いをこめて
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身近で実践、エコバッグ！
　古くから包み物として
利用してきた風呂敷。そ
の風呂敷で簡単なバッグ
を形作って、使ってみま
せんか。

★丸いものや大きなものを
　包む手提げバッグ

①風呂敷を広げて置き、２
　つの隣り合った角を本結
　びします。
　　残りの２つの角も同様
　に結びます。

②片方の結び目をもう片方
　の結び目にくぐらせます。

③くぐらせた結び目の方を
　持ち手にしてバッグの出
　来上がり！

▲審議会に青少年健全育成計画策定を諮問

　

大
規
模
校
の
東
部
中
学
校
と

小
規
模
校
の
北
御
牧
中
学
校
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か
し
、

刺
激
し
あ
い
と
て
も
良
い
学
校

教
育
が
な
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
市
で
行
う
各
種
の
イ
ベ

ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

東
部
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
代

表
の
皆
さ
ん
と
宮
崎
校
長
先
生
、

顧
問
の
金
井
先
生
が
全
国
大
会

出
場
の
表
敬
訪
問
に
み
え
ま
し

た
。
そ
の
話
の
中
で
マ
ー
チ
ン

グ
と
は
本
来
屋
外
で
行
う
も
の

で
あ
る
か
ら
、
新
し
く
な
っ
た

田
中
街
路
で
行
進
で
き
た
ら
と

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
私
ど
も

に
と
り
、
願
っ
た
り
か
な
っ
た

り
で
す
。
来
年
の
市
民
ま
つ
り

「
東
御
ド
ス
コ
イ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｕ

Ｎ
」
に
は
北
御
牧
中
学
校
の
吹

奏
楽
部
の
皆
さ
ん
と
共
に
パ
レ

ー
ド
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
さ

ら
に
盛
り
上
が
る
市
民
ま
つ
り

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

「
都
市
計
画
街
路
事
業
田
中

牧
家
線
田
中
地
区
」
の
竣
工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
席
さ
れ

た
皆
さ
ん
異
口
同
音
に
「
広
く

な
っ
た
な
ー
」、「
き
れ
い
な
街

な
み
が
で
き
ま
し
た
ね
ー
」
と

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
ハ

ー
ド
は
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
商
店
街
の
皆
さ
ん
が
中
心

に
な
り
、
ソ
フ
ト
を
考
え
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

竣
工
式
の
お
り
、
東
部
中
学

校
の
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
に
パ

レ
ー
ド
で
花
を
添
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
数
日
前
、
東
海
大

会
で
金
賞
を
受
賞
し
、
全
国
大

会
へ
の
切
符
を
手
に
し
た
ば
か

り
の
演
奏
で
す
。
心
を
一
つ
に

し
た
パ
レ
ー
ド
を
見
て
皆
感
動

し
ま
し
た
。

№40

栗の甘露煮 ……………………　　　

くるみ（炒った物） ………… 　適宜

レーズン ………………………　　　

�作り方
①かぼちゃは種とワタを取って洗い、

軟らかくなるまで蒸し、熱いうち

にスプーンなどで皮を取り除く。

②●１ をつぶし、Ａを加えて混ぜる。

③●２ を鍋に移し、弱火でなめらかに

なるまで練る。完全に冷めたら密

封容器に移し、冷蔵庫で保存する。

④栗の甘露煮、くるみは粗く刻み、

レーズンはそのままで、盛りつける

ときに好みできんとんに混ぜる。

かぼちゃきんとん
�材料（６人分）
かぼちゃ …………………… ６００グラム

　　砂糖、みりん ……各大さじ９～１２

Ａ　水 …………………………大さじ５

　　塩 …………………………１つまみ

�

（レシピ提供：食生活改善推進協議会）

▲プラスチック類の分別、正しくできますか

  
環
境
問
題
は
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け

　

第
４
回
消
費
生
活
展

　
　

月　

日
、
中
央
公
民
館
で

１１

１０

「
第
４
回
東
御
市
消
費
生
活
展
」

が
行
わ
れ
、
多
く
の
市
民
が
訪
れ

ま
し
た
。
会
場
内
に
は
ご
み
減
量

や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
環
境
問
題
の

ほ
か
、
食
生
活
や
防
犯
、
交
通
安

全
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、

来
場
者
は
興
味
深
く
見
学
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
講
堂
の
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
北
御
牧
小
学
校
理
科
ク

ラ
ブ
の
児
童
が
「
オ
オ
ル
リ
シ
ジ

ミ
を
育
て
る
活
動
」
に
つ
い
て
の

発
表
を
、
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
皆
さ
ん
は
、
寸
劇
に
よ
り
悪

質
商
法
の
被
害
防
止
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

環
境
問
題
は
一
人
ひ
と

り
の
心
が
け
で
す
。
環
境

に
や
さ
し
い
行
動
を
身
の

回
り
の
で
き
る
こ
と
か
ら

は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

｛

｝
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１．人件費の状況（18年度普通会計決算額）

人件費率
（B／A）

人件費
（B)

歳出計
（A)

住民基本台帳人口
（４月１日現在）

区
分

17．12,426,76314,170,36931,358

　

年
度

１８
人 千円 千円 ％

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬等
　も含まれます。

２．職員給与費の状況（19年度一般会計予算の数値）

１人当たりの
給与費（B／A）

給　　　　与　　　　費職員数
（A） 計（B）期末・勤勉手当職員手当給　料

6,0081,532,046399,908139,790992,348255

※職員手当には、退職手当は含まれません。

人 千円 千円 千円 千円 千円

３．職員給与水準の状況 （18年度ラスパイレス指数）

全国市平均県内市平均東御市

101.496.996.0

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与を100と
　した場合の地方公務員の給与水準を表す指標です。

４．職員の平均年齢、平均給料月額の状況（平成19年４月１日現在）

長　野　県東　御　市
区　　分

平均年齢平均給料月額平均年齢平均給料月額

45歳１月366,648円45歳１月348,900円一般行政職

47歳１月335,604円53歳６月334,000円技能労務職

５．職員の採用及び退職の状況 

増　減19年度採用者数18年度退職者数

△13人８人21人人数

６．期末・勤勉手当の状況（18年度支給割合）

計勤　勉期　末

2.125月0.725月1.40月６月期

2.325月0.725月1.60月12月期

4.45月1.45月3.00月計

※職制上の段階、職務の級等による加算措置有

７．不利益処分に関する不服申し立ての状況 （平成18年度）

件数区　　　分

0 勤務条件に関する措置の要求の状況

0
 不利益処分に関する不服申し立ての
 状況

９．部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

対 前 年
増 減 数

職　員　数区　　分

平成1８年平成1９年部　　門

033議　　会

一般行政部門

２5860総　　務

01515税　　務

△68175民　　生

△32320衛　　生

△21614農　　林

077商　　工

△22018土　　木

△11223212小　計

△13433教　　育特別行政部門

05555病　　院

公営企業等
会 計 部 門

088水　　道

△1109下 水 道

2810そ の 他

18182小　計

△11338327合　　　　　計

△23129消　　　　　防

△13369356総　　合　　計

※教育長を含んだ職員数です。

東御市職員の給与などの状況を報告します

●問い合わせ先　総務課総務係　�64－5876

８．福利厚生事業の状況

主な事業費内訳
　　　　（千円）

事業費総額（千円）福利厚生
年度 職員1人当たり

事業費（円）

職員互助会補助金 3,318
職員健康診断事業 4,205
職員厚生研修事業 1,090

17,9859,01018

※職員数：それぞれ４月１日現在の職員数（ただし、
消防職員、市民病院事業、水道事業職員除く。）

※法定福利費は含まない。
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●壮年の部

　　（50歳以上）３㎞

①岡村　公一　１１分５２秒

②依田　四郎　１２分０１秒

③比田井尚義　１２分４９秒

●一般女子の部　３㎞

①田中　栄子　１３分３５秒

●高校・青年の部

　　　（35歳まで）５㎞

①小宮山　親　１９分３８秒

②川又　健介　２４分３７秒

③宮下　大輔　２５分１６秒

●成年の部

　　（36歳～49歳）５㎞

①土屋　宏文　１８分５７秒

②柳沢　秀夫　１９分５６秒

③堀内　吉晴　２０分０４秒

●ファミリーの部　３㎞

　（２人の合計タイム）

①市川　豊　市川　楓

　２６分２３秒

②岩下欣弘　岩下香菜子

　３０分２５秒

③柳橋　智　柳橋みなみ

　３０分４７秒

 スポーツ大会結果熱戦

 ■第４回東御市マラソン大会

●小学校４年（男子）３㎞

①小林　正輝　田小　１３分５２秒

②羽田　祥章　田小　１４分００秒

③田中　優司　和小　１４分３９秒

●小学校４年（女子）３㎞

①甘利　祐子　北小　１３分３６秒

②山浦　　栞　滋小　１７分４３秒

③麻見　早稀　滋小　１８分１５秒

●小学校5・6年（男子）３㎞

①玉井　準人　祢小　１２分１０秒

②清水　崚哉　祢小　１２分１１秒

③田中　晃司　和小　１２分２５秒

●小学校5・6年（女子）３㎞

①今井　　楓　北小　１２分２８秒

②出口　栞里　和小　１３分１５秒

③赤尾　奈菜　和小　１４分０１秒

●中学生（男子）５㎞

①出口　武志　東中　１７分５６秒

②小林　祐也　東中　１８分２８秒

③金井　巧樹　北中　１８分２９秒

●中学生（女子）３㎞

①今井　　遥　北中　１１分１２秒

②金子美沙紀　東中　１３分４０秒

③寺島つばさ　東中　１４分０１秒

　○１１月４日、北御牧地区明神池周辺コースで開催

　○参加者　135名

　○田中小＝田小、滋野小＝滋小、祢津小＝祢小、北御牧小＝北

　　小、東部中＝東中、北御牧中＝北中

 ■第４回東御市駅伝大会

●区間記録
※ただし、チーム名は略称
で標記しています。 

１区（4.1㎞）
伊藤善秋（日信工業㈱）
　　　（区間新）１２分３３秒
２区（3.2㎞）
小宮山亮太（日信工業㈱）
 １１分３０秒
３区（2.8㎞）
両澤正樹（うさぎさん）
　　　　　　　　１０分３５秒
４区（2.8㎞）
笹木泰弘（日信工業㈱）
　　　　　　　　１２分０３秒
５区（2.2㎞）
井出一彦（コトヒラ工業（㈱））
　　　　　　　　　　６分３２秒
６区（3.3㎞）
小林大貴（北御牧A） 
　　　　　　　　１０分４４秒
７区（3.3㎞）
小宮山敦史（北御牧A）
　　　　　　　　１０分３６秒
８区（4.7㎞）
中村好成（日信工業（㈱））
　　　　　　　　１６分１１秒

●総合の部

①日信工業株式会社 　

（大会新）１時間３５分１１秒

②北御牧A 

　（大会新）１時間３６分０７秒

③日向が丘ランナーズ

　　　　　１時間４４分２４秒

④東中陸上部OB

　　　　　１時間４５分３４秒

⑤東部中学校陸上部B 

　　　　　１時間４７分５９秒

⑥北御牧B

　　　　　１時間４９分２２秒

●公民館の部

①中屋敷　２時間０４分１２秒

●事業所の部

①日信工業株式会社

　　　　　１時間３５分１１秒

②コトヒラ工業株式会社

　　　　　１時間５０分４２秒

③うさぎさん

　　　　　１時間５６分１３秒

　〇１１月１１日、午前９時３０分　スタート

　〇参加チーム数　1３チーム

　〇中央公園発着　市内５地区一円（８区間　26.4㎞）
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（敬称略・結果は入賞者のみ）
  丸数字は順位

 ■2007県民スポーツフェスティバル
○10月21日、松本平広域公園を主会場として開催

○参加者　県内から、約2600名が参加

　　　　　市内からは、約60名が参加

市内参加者の主な成績（敬称略）

●陸上競技

　○小学４年生　女子1000メートル

　　第１位　甘利　祐子（北御牧小）

●ゲートボール競技

　○第４コート　第１位　北御牧

　○第１０コート　第３位　田　中

　○第１５コート　第２位　西　宮

 ■県大会制覇をめざせ！
　　　　ドッジの東御スピリッツ
　小学生ドッジボールスポーツ少年団の東御スピリッ

ツが１０月７日に行われた「ＮＴＴ東日本カップドッジ

ボール東北信大会」と１０月１３日に行われた「ＪＡ共済

ドッジボール信州うえだ大会」の両大会で見事優勝し

ました。県大会でも上位入賞が大いに期待されます。



19

とうみ

（２００７年１２月）

◆
新
着
本
案
内
◆

◆
一
般
書

�
い
つ
か
は
恋
を
…
…
…
…
…
藤
田　

宜
永
・
著

�
さ
よ
な
ら
、
そ
し
て
こ
ん
に
ち
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
荻
原　
　

浩
・
著

�
平
和
と
は
非
凡
な
幸
運
…
…
曽
野　

綾
子
・
著

�
妖
し
い
詩
韻
…
…
…
…
…
…
内
田　

康
夫
・
著

�
汚
れ
お
と
し
大
事
典
…
…
…
佐
光　

紀
子
・
著

◆
児
童
書

�
お
皿
の
ボ
タ
ン
…
…
た
か
ど
の　

ほ
う
こ
・
作

�
マ
ー
リ
ー　

―
世
界
一
お
バ
カ
な
犬
が
教
え
て

く
れ
た
こ
と
―
…
ジ
ョ
ン
・
グ
ロ
ー
ガ
ン
・
作

�
か
わ
い
い
こ
ね
こ
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　

…
…
な
り
ゆ
き　

わ
か
こ
・
作

�
む
し
の
お
ん
が
く
が
っ
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
青
山　

邦
彦
・
絵

�
ひ
か
り
の
こ
り
す
…
…
…
…
森　
　

朋
浩
・
絵

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

　

月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク

１２【
ク
リ
ス
マ
ス
と
お
正
月
】　

　

い
よ
い
よ　

月
。
い
ろ
ん
な
楽
し
い
行

１２

事
が
待
っ
て
い
ま
す
ネ
。 

 

 
�
ダ
ー
チ
ャ
の
い
の
り

 

木
崎
さ
と
子
・
文

黒
井
健
・
絵

女
子
パ
ウ
ロ
会

�
ク
リ
ス
マ
ス
な
ん
て
だ
い
っ
き
ら
い
！

　
　
　
　

ひ
が
し
あ
き
こ
・
作
・
絵

　
　

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｂ
Ｏ
Ｘ

お
は
な
し
は
ら
っ
ぱ
と
和
こ
ど
も
文
庫
に
よ
る

　
　

月
の
お
は
な
し
こ
ど
も
会

１２
�
日
時　
　

月　

日 （
土
）
午
前　

時　

分
〜

１２

１５

１０

３０

�
場
所　

市
立
図
書
館
2
階
読
書
会
室

�
内
容　

　

絵　

本　

「
ま
っ
ち
う
り
の
し
ょ
う
じ
ょ
」

　
　
　
　
　

「
ま
ど
か
ら
★
お
く
り
も
の
」

　

紙
芝
居　

「
こ
う
さ
ぎ
ま
し
ろ
の
は
な
し
」

　

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

　
　
　
　
　

「
お
い
し
い
お
か
ゆ
」

　

手
遊
び

　

工　

作　

「
ク
リ
ス
マ
ス
の
か
ざ
り
づ
く
り
」

　

月　

日（
金
）は
、
お
は
な
し
会
が
あ
り
ま
す
。

１２

１４

�
時
間　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
場
所　

こ
ど
も
フ
ロ
ア
ー
に
て

�
対
象　

就
園
前
の
お
子
さ
ん

◆
行

事

予

定
◆

  
図
書
館
発

 　

オ
ス
ス
メ
の
一
冊

  
図
書
館
だ
よ
り

　

本
を
大
切
に

　

図
書
館
は
、
毎
日
た
く
さ
ん
方
々
に
利

用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

平
成　

年
度
は
、
３
万
３
０
０
０
人
も
の

１８

方
に
利
用
い
た
だ
き
、
貸
出
冊
数
も　

万
１５

７
０
０
０
冊
を
数
え
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
破
損
本
も
増
え
て
い
ま

す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
よ
い

状
態
で
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
図

書
館
で
は
、
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
を
か
け
た
り
、

痛
ん
だ
本
の
修
理
を
し
な
が
ら
貸
出
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
修
理
不
能
で
廃
棄
を
よ
ぎ
な

く
さ
れ
る
本
も
あ
り
、
た
い
へ
ん
心
を
痛

め
て
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
が
図
書
館
を
利
用

し
、
館
内
の
本
を
読
む
こ
と
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
大
切
に
扱
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

�
マ
ギ
ー
の
約
束　

赤
い
手
袋
の
奇
跡

　
　
　
　

カ
レ
ン
・
キ
ン
グ
ズ
ベ
リ
ー
・
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
沢
瑞
穂
・
訳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

集
英
社

　

「
お
願
い
だ
か
ら
ぼ
く
に
パ
パ
を
送
っ
て

く
だ
さ
い
」
8
歳
の
男
の
子
ジ
ョ
ー
ダ
ン
は

神
様
宛
に
手
紙
を
書
く
が
…
。
父
親
の
な
い

孤
独
な
少
年
と
愛
を
信
じ
な
く
な
っ
た
母
、

そ
し
て
、
出
産
時
に
妻
と
息
子
を
失
っ
た
男

に
起
き
た
、
聖
夜
の
奇

跡
。
こ
の
悲
し
い
想
い

は
、
い
つ
か
、
き
っ
と
。

優
し
い
気
持
ち
に
な
れ

る
ク
リ
ス
マ
ス
の
物
語
。

�
不
自
由
な
手
で
だ
き
し
め
て

　

母
に
な
っ
た
高
崎
山
の
サ
ル
「
サ
ヤ
カ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
田
和
子
・
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佼
正
出
版
社

　

障
害
を
乗
り
越
え
て
サ
ヤ
カ
は
母
に
な
っ

た
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
重
い
障
害
を
か
か
え

て
い
た
大
分
県
高
崎
山
自
然
動
物
園
の
サ
ル

「
サ
ヤ
カ
」。
け
れ
ど
も
障
害
を
乗
り
越
え
、

普
通
の
サ
ル
と
同
じ
よ

う
に
出
産
を
し
て
母
と

な
っ
た
。
命
が
命
を
生

み
育
て
る
こ
と
の
き
び

し
さ
と
感
動
を
伝
え
る

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。

�
ネ
コ
の
ジ
ュ
ピ
タ
ー　

茂
市
久
美
子
・
作

　
　

よ
し
ざ
わ
け
い
こ
・
絵

　
　

学
研

　

ネ
コ
の
ジ
ュ
ピ
タ
ー
は
、
オ
リ
オ
ン

キ
ャ
ッ
ト
フ
ー
ド
工
場
の
試
食
係
。
と
こ
ろ

が
あ
る
日
、
工
場
が
し
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
、

ジ
ュ
ピ
タ
ー
は
み
い
こ
さ

ん
に
引
き
取
ら
れ
ま
す
。

で
も
ジ
ュ
ピ
タ
ー
は
、
オ

リ
オ
ン
に
戻
る
こ
と
を
夢

見
て
旅
に
出
ま
す
が
…
。

 １２  月  の 
 休  館  日 

東
御
市
立
図
書
館　

�　

―
５
８
８
６

６４

10日 （月）

17日 （月）

23日 （日）

24日 （月）

28日 （金）～

31日 （月）



こちら119（東御消防署）

前年比合　計望月警察署管内上田警察署管内

＋１（－１１）１２（148）１（１６）１１（132）件数

－４（＋１５）１８（210）１（２１）１７（189）傷者

±０（－１）０（１）０（０）０（１）死者

市内交通事故統計　１０月分　　　　　　

１０月３１日現在（※カッコ内は１月からの累計）

※カッコは１月からの累計

＝東御市内の１０月の出動件数＝

火災　０件（10件）　救急85件（868件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成１８年10月平成１９年10月

25.5℃（１０日） 26.1℃（４日） 最高気温

6.4℃（１７日） 2.6℃（２１日） 最低気温

14.9℃　　　　13.8℃　　　　平均気温

80.4％　　　　79.3％　　　　平均湿度

95.5㎜　　　　95.5㎜　　　　降 水 量

 １２月の納税 （納期限１２月26日）

�市県民税（４期）

�国民健康保険税（７期）

�介護保険料（６期）

�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドババババババババババババババババババババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイスススススススススススススススススススススススススススススススス国民年金アドバイス

　年金受給者が引き続き年金を受け取るべき権利がある

かを確認のため、社会保険庁が毎年誕生月に現況を確認

しています。確認ができない場合は、現況届が提出され

るまでの間、年金の支払いが一時停止されますのでご注

意ください。確認方法は現在原則次の２通りの方法で

行っています。

　①年金受給者あてに郵送される「現況届」のはがきに

必要事項を記入のうえ、社会保険業務センターへ郵

送で提出する方法。(外国籍の方は①の方法のみに

なります)

　②総務省の住民基本台帳ネットワークシステムの｢住

民票コード｣を利用して社会保険庁が年金受給者の

現況を確認する方法。この場合は現況届提出が原則

不要です。

　昨年提出した現況届により住民票コードが確認できた

方には、今年の現況届提出は原則不要になっています。

　社会保険庁で住民票コードを確認できなかった方や新

規に年金を受給する方は、当初の裁定請求時のほか、「現

況届」はがきに住民票コードを記載することにより、翌

年から確認方法が変更され、「現況届」の提出が原則不要

になります。

(注)　ただし、住民票コードが確認できた場合でも、診

断書による障害状態確認や加給年金受給のため生計維持

確認届が必要な場合は、指定の用紙が送付されますので

引き続き提出が必要です。

　住民票コードは、お送りしてある「住民票コード通知

書」により確認いただくか、｢住民票コード入りの住民

票」により確認できます。（「住民票コード通知書」及び

「住民票コード入りの住民票」については市民課市民係

にお問い合わせください。）

●問い合わせ先

　小諸社会保険事務所　�0267－22－1080

　市民課国保年金係　　�62－1111（内線1231）

　市民課市民係　　　　�62－1111（内線1211）

受けている年金が止まらぬよう
ご注意ください

〈広告欄〉　有料広告掲載のお問い合わせは、株式会社日広（�24－1211）へ

（２００７年１２月） 20
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浴
衣
や
上
掛
け
、
ふ
と
ん

生
地
を
楽
し
く
再
利
用

　

先
月
号
に
続
き
、
市
の
ご
み
減
量

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
動
を
紹
介
し
ま

す
。
今
回
は
、
ご
み
を
減
ら
す
工
夫

班
の
「
布
ぞ
う
り
作
り
」
で
す
。

　

布
ぞ
う
り
は
、
家
の
中
で
履
き
ま

す
。
ス
リ
ッ
パ
と
違
い
、
鼻
緒
が
足

の
指
に
心
地
良
く
、
ま
た
汚
れ
た
ら

洗
う
こ
と
も
出
来
ま
す
。
材
料
は
、

ぞ
う
り
の
枠
組
と
な
る
ナ
イ
ロ
ン
紐

と
、
使
わ
な
く
な
っ
た
浴
衣
や
上
掛

け
、
ふ
と
ん
生
地
と
い
っ
た
古
布
で

す
。

　

作
り
方
は
、
ナ
イ
ロ
ン
紐
を
足
裏

の
幅
に
張
り
、
足
裏
の
形
に
な
る
よ

う
布
を
編
ん
で
い
き
、
鼻
緒
を
つ
け

ま
す
。「
自
分
の
好
み
の
色
や
柄
の

布
を
使
い
ま
す
が
、
一
番
の
特
徴
は
、

な
ん
と
い
っ
て
も「
鼻
緒
」で
す
。
季

節
や
足
裏
部
分
と
合
わ
せ
る
な
ど
、

足
元
で
色
と
り
ど
り
の
お
し
ゃ
れ
が

楽
し
め
ま
す
。」（
班
員
談
）

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
一
緒
に
活

動
で
き
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
升
び
ん
、
ビ
ー
ル
び
ん

は
リ
サ
イ
ク
ル
の
優
等
生

　

年
末
年
始
を
控
え
、
お
酒
を
飲
む

機
会
が
増
え
る
時
期
に
な
り
ま
す
。

空
に
な
っ
た
一
升
び
ん
、
ビ
ー
ル
び

ん
は
販
売
店
に
戻
す
こ
と
に
よ
り
、

洗
っ
て
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
と
資
源
の
再
使
用
に
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲市のエコハウスで活動

 
納
期
限
を
過
ぎ
て

　
　
　
　

未
納
の
場
合

　

市
で
は
市
税
の
納
期
限
を　
２０

日
過
ぎ
て
も
未
納
の
場
合
、
督

促
状
を
発
送
し
未
納
を
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
督

促
状
送
付
後　

日
が
過
ぎ
て
も

１０

な
お
未
納
の
場
合
は
、
滞
納
処

分
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
督
促
状
が
お
手
元

に
届
い
た
時
は
、
納
め
忘
れ
が

な
い
か
必
ず
確
認
を
し
て
く
だ

さ
い
。

 
督
促
状
が
届
い
た
ら

　

督
促
状
が
届
い
て
か
ら
納
付

す
る
場
合
、
督
促
状
そ
の
も
の

が
納
付
書
と
し
て
お
使
い
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
督

促
状
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
金

融
機
関
に
お
持
ち
い
た
だ
き
納

め
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
1
0

0
円
の
督
促
料
が
加
算
さ
れ
ま

す
。

〈広告欄〉

とうみ

（２００７年１２月）21

　

市
税
の
督
促
に
つ
い
て

す
ぐ
に
納
め
ら
れ
な
い

　

す
ぐ
に
税
金
が
納
め
ら
れ
な

い
な
ど
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
、

督
促
状
を
放
置
せ
ず
に
税
務
課

収
税
管
理
係
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
が
な
い
場
合
は
法

律
の
定
め
に
従
い
、
滞
納
処
分

が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

税
金
の
未
納
は
預
金
や
給
料
、

固
定
資
産
な
ど
の
財
産
の
差
押

え
に
つ
な
が
り
ま
す
。
必
ず
納

期
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
付
の
ご
相
談
は
平
日

の
午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
５

３０

時　

分
ま
で
お
受
け
し
て
い
ま

３０
す
。
ま
た
、
平
日
に
来
庁
が
出

来
な
い
場
合
は
、
休
日
の
相
談

も
可
能
で
す
の
で
、
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先　

　
　

税
務
課
収
税
管
理
係　

　
　

�　

－

1
1
1
1

６２

　
　
　

（
内
線
1
1
8
1
）

▲完成した布ぞうり
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ートピックスー　地域の話題

（２００７年１２月）

日頃の成果を発表
総合文化フェスティバル

　１１月２日から４日まで中央公民館で第４回東御市総

合文化フェスティバルが行われました。小、中学生を

はじめ、日ごろから生涯学習を実践しているグループ、

個人の学習成果発表の場として、絵画や華道、文芸作

品など約１０００点が展示され、各作品を来場者は熱心に

見入っていました。

　また、１１月１日から４日まで図書館前駐車場で菊花

展が行われ、丹精込めて作られた菊の花、約200点が

出展されました。

東部中吹奏楽部
全日本マーチングコンテストで銀賞！

　東部中学校吹奏楽部は１０月２７日に長野市で行われた東海マー

チングコンテストで金賞を受賞し、１１月１８日に大阪城ホール

（大阪府）で行われる第２０回全日本マーチングコンテストへの

出場を決めました。１１月８日には中央公園第一体育館で壮行会

が行われ、在校生や多くの市民が駆けつけました。この日は公

開練習も行われ、きびきびとした行進と迫力ある演奏を披露し

ました。なお、１８日のコンテストでは日頃の練習の成果を十分

に発揮し、見事「銀賞」を受賞しました。

　１０月２０日、総合福祉センターで第４回東御市ふれあいフェス

ティバルが行われました。開会式では、くるみ幼稚園園児によ

る合唱が披露され、かわいらしい歌声が会場内に響き、来場者

から大きな拍手が送られました。

　来場者は車椅子の体験乗車や点字で自分の名前を打ったり、

手話で簡単なあいさつをするなどの福祉体験のほか、餅つきや

ペットボトルを使った科学実験など約２０の体験コーナーを巡っ

ていました。
▲幻想的な光を放つ　

　ステンドグラス作品

体験してみよう！
第４回ふれあいフェスティバル

あなたの思い出を懐かしの曲とともに
祢津地区ふれあい文化祭

　１０月２７日、２８日、祢津公民館で「第１３回祢津地区ふれあい文

化祭」が行われました。初日のオープニングでは、祢津公民館

長の小原謙一さんらにより 笙 、ひちりき、
しょう

 竜 
りゅう

 笛 など雅楽の演奏
てき

が行われ、雅楽独特の音色が会場内に響き渡りました。また、

思い出リクエストコーナーでは来場者から「湯の町エレジー」

や「夜来香」など昔、聞いた歌、口ずさんだ歌などが次々とリ

クエストされ、小原館長がサキソフォンで生演奏し、懐かしい

思い出とともに曲に聞き入っていました。

菊花展で市長賞を受賞

▲

した五十嵐淳子さんと
大輪の菊
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とうみ

（２００７年１２月）

で
き
ご
と
短
信

　

・
１
▼
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間

１１

で
街
頭
啓
発
活
動

　
　
　
　

（
田
中
駅
前
）

　

・　

▼
異
文
化
交
流
サ
ロ
ン

１１

１０

　
　
　
　

（
東
部
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
）

　

・　

〜　

▼
く
る
み
祭
り

１１

１６

１８

　
　
　
　

（
道
の
駅
雷
電
く
る
み
の
里
）

　　

・　

▼
交
通
安
全
関
係
者
合
同
研
修

１１

１７

会
（
舞
台
が
丘
会
館
）

　

・　

▼
冬
山
安
全
祈
願
祭

１１

２２

　
　
　
　

（
湯
の
丸
高
原
）

市建設業協会の皆さんが清掃活動
　１１月１６日、市建設業協会の皆さんがボランティアで市内
の幹線道路を清掃活動する「東御市クリーンキャンペー

ン」が行われ
ました。会員
の皆さんは４
班に分かれ、
路肩の清掃や
落ち葉の片付
けなどをしま
した。

　体育指導委員として昭和５４年から地域スポーツの振興に
尽力された市体育指導委員会会長の渡辺重一さん（常田）
に、体育指導委員功労者文部科学大臣表彰が贈られ、１１月
１９日に市役所で表彰伝達式が行われました。渡辺さんは

「高齢者の皆さ
んもスポーツ活
動に参加し、い
きいきと暮らせ
るようになれ
ば」と話してい
ました。

渡辺会長に文部科学大臣表彰

高山植物の宝庫を守るために
池の平シンポジウム開催

　１１月１４日、湯の丸自然学習センターで、高山植物の宝庫と
して多くの観光客が訪れる池の平湿原の環境保護と観光利用
を考える「池の平シンポジウム」が初めて開かれ、自然保護
に関心のある住民など約１００名が市内外から参加しました。
　シンポジウムでは、池の平の自然に詳しい信州大学教育学
部の別府桂教授の基調講演のほか、パネルディスカッション
では、訪れる人のマナーや高山植物の保護などが話し合われ
ました。基調講演で別府教授は「自然を保護するには、訪れ
る人が普段生活している場所とは違うということを学ぶ必要
があります」と話していました。

長野救命医療専門学校で学校祭
　１１月４日、長野救命医療専門専門学校で、学校祭「 娑  羅 

しゃ ら

祭」が行われ、多くの市民などが来校しました。救急救命
士学科と柔道
整復師学科の
生徒が心肺蘇
生法やテーピ
ングの方法な
ど日頃の学習
内容について
実践を交えて
紹介していま
した。

　１１月１０日、市立図書館で図書館まつりが行われ、紙芝居
や絵本の読み聞かせなどを子どもたちは夢中で聞いていま

した。また、
画用紙や折り
紙を使った工
作では、親子
がいっしょに
なって作るほ
ほえましい姿
が見られまし
た。

親子で楽しく参加  図書館まつり
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▼
早
い
も
の
で
今
年
も
残
り
１
カ
月

を
切
り
ま
し
た
。
師
走
は
何
か
と
気

ぜ
わ
し
く
な
り
が
ち
で
す
。
▼
先
日
、

市
内
で
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
歩
行
者
も
車
を
運

転
す
る
人
も
お
互
い
が
被
害
者
、
加

害
者
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け
た

い
も
の
で
す
。
ま
た
、
暖
房
器
具
を

使
用
す
る
季
節
に
も
な
り
、　

月
に

１１

は
建
物
火
災
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
火
の
取
り
扱
い
に

は
、
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
ん
な
中
、
締
め
切
り
直
前
、
明

る
い
話
題
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
東

部
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
が
全

日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
で

「
銀
賞
に
入
賞
し
ま
し
た
」
と
う
れ

し
い
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
日
々
の

厳
し
い
練
習
を
重
ね
て
き
た
成
果
だ

と
思
い
ま
す
。
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
３
年
生
の
皆
さ
ん
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。
今
後
は
１
、
２
年

生
の
皆
さ
ん
が
先
輩
の
意
志
を
受
け

継
ぎ
、
来
年
も
全
国
大
会
出
場
を
目

指
し
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

（
市
報
担
当　

関
）

編
集
後
記

●梅野記念絵画館・ふれあい館　●℡61－6161　●開館時間：火～日曜日9：30～17：00

世帯数
11,401世帯（－９）

総人口
32,136人（＋20）
男 15,760人 （＋10）
女 16,376人 （＋10）

（１１月１日現在）

人の動き

転入121人（＋15）
転出110人（＋36）
出生  32人（＋７）
死亡  23人（－２）
 ※カッコは１０月対比

そ
の　
44

  
『
ひ
き
だ
し
』　　

伊 
藤 
久
三
郎 
作

え
、
経
験
し
て
そ
れ
を
心
に
し
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
ん
な
風
に
考

え
る
と
こ
の
袋
の
よ
う
な
も
の
は
、
実
は
人
の
「
心
」
を
表
現
し
て
い
る

よ
う
に
思
え
て
仕
方
が
な
い
の
で
す
。

　

こ
こ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
引
き
出
し
が
あ
る
の
だ
ろ
う
な
。
で
き
た
て
ほ

や
ほ
や
の
知
識
の
引
き
出
し
、
人
前
で
自
信
た
っ
ぷ
り
に
開
け
て
見
せ
た

い
引
き
出
し
、
た
ま
に
こ
っ
そ
り
開
け
た
い
甘
酸
っ
ぱ
い
引
き
出
し
、
二

度
と
開
け
た
く
な
い
引
き
出
し
、
他
人
に
開
け
て
も
ら
う
の
を
待
っ
て
い

る
潜
在
能
力
の
引
き
出
し
な
ど
な
ど
。

　

人
間
の
平
均
寿
命
は
約　

年
で
す
。
こ
の　

年
に
ど
れ
だ
け
の
引
き
出

８０

８０

し
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。
あ
れ
も
し
た
い
こ
れ
も
し
た
い
、
欲
を
い
え

ば
キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
す
べ
て
を
経
験
す
る
の
に
人
の
一
生
は
あ
ま

り
に
も
短
す
ぎ
ま
す
。
ち
な
み
に
こ
ん
な
引
き
出
し
が
あ
っ
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
す
。
１
つ
は
「
人
の
経
験
か
ら
学
ぶ
」
引
き
出
し
、
も
う
一
つ

は
「
欲
張
り
」
を
し
ま
っ
て
し
ま
う
引
き
出
し
。
ド
ラ
エ
モ
ン
に
お
願
い

し
ま
す
か
。

　

今
年
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
…　

皆
さ
ん
に
は
ど
の
く
ら
い
の
「
引

き
出
し
」
が
で
き
ま
し
た
か
？　

１
年
間
ご
覧
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
よ
い
お
年
を
。

　

お
っ
と
も
う
一
つ
、「
来
年
の
原
稿
ネ
タ
」
を
た
く
さ
ん
し
ま
っ
て
お
け

る
引
き
出
し
も
作
ら
ね
ば
。

　
　
　
　

（
梅
野
記
念
絵
画
館
、
丸
山
晩
霞
記
念
館
学
芸
員　

佐
藤
聡
史
）

ECO1J0299

東御市役所はチーム・マイ
ナス６％に参加しています

伊
藤
久
三
郎
（
い
と
う
・
き
ゅ
う
ざ
ぶ
ろ
う
）
１
９
０
６
〜
１
９
７
７
。
京
都
市
生
。
二
科
会
会
員
、
新
美
術
家
協
会
会
員
、
九
室
会

会
員
。
行
動
美
術
協
会
結
成
。
京
都
成
安
女
子
短
期
大
学
教
授
。
抽
象
画
家
の
中
で
前
人
未
踏
の
画
風
を
展
開
し
た
。
瞑
想
に
瞑
想
を

重
ね
た
晩
年
の
心
象
抽
象
作
品
群
は
、
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
の
も
の
は
一
つ
も
な
く
、
日
本
で
は
全
く
類
例
の
な
い
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
清

冽
な
詩
情
と
知
的
な
輝
き
を
放
ち
、
日
本
の
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
と
で
も
云
う
べ
き
才
華
を
示
し
て
い
る
。
梅
野
記
念
絵
画
館
主
要
作
家
。

　

人
間
は
目
覚
め
た
と
き
に
記
憶
し
て
い
る
、
し
て
い
な
い
に
関
わ
ら
ず

睡
眠
中
は
必
ず
夢
を
見
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
私
は
ど
ん
な
に
愉
快
で
都

合
の
い
い
夢
を
見
て
、
そ
の
内
容
を
ニ
ヤ
ニ
ヤ
と
覚
え
て
い
て
も
、
具
体

的
な
イ
メ
ー
ジ
ま
で
は
浮
か
ん
で
き
ま
せ
ん
。
今
回
の
ち
ょ
っ
と
不
思
議

な
作
品
、
こ
れ
は
現
実
の
風
景
や
実
在
の
物
体
で
も
な
く
、
か
と
い
っ
て

抽
象
画
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
「
夢
」
で
見
た
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て
い

る
の
で
す
。
私
た
ち
鑑
賞
者
か
ら
す
る
と
作
者
の
見
た
夢
の
世
界
に
入
り

込
む
よ
う
で
な
か
な
か
Ｓ
Ｆ
め
い
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
林
檎
の
よ
う
な
物
体
、
私
に
は
「
袋
」
の
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

表
面
に
は
小
さ
な
引
き
出
し
が
た
く
さ
ん
描
か
れ
て
い
ま
す
。
人
は
子
供

の
頃
の
記
憶
か
ら
、
生
き
て
い
る
「
今
」
ま
で
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
覚

油彩、キャンバス　130センチ×97センチ


